
M
奈
良
・
脇
本
遺
跡
に
建
物
柱
跡

泊
瀬
斎
宮
の
関
連
施
設
か

お
お
く
の
ひ
止叫み
こ

天
武
沃
彊
抑
粘
い
や
大
来
皇
女
が
滞

在
し
た
「
泊
警

冒
」
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
奈
良
県
桜
井
市
の
脇
本
遺
跡

で
、
7
世
紀
後
半
ご
ろ
の
建
物
跡
が

見
っ
か
り
、
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
が
19
日
、
発
表
し
た
。
橿
考
研
は

「
泊
嘩
斎
宮
の
関
連
施
設
の
可
能
性

も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

橿
考
研
は
今
回
の
調
査
で
、
新
た

に
東
西
約
9
㍍
、
南
北
約
3
㍍
の
範

囲
に
「
L
」
字
型
の
柱
列
跡
4
個
を

確
認
し
た
。

今
回
の
調
査
地
の
東
側

エ
リ
ア
で

は
過
去
に
、

「
コ
」
の
字
塾
の
柱
列

跡
を
確
鹿
し
て
い
た
が
、
建
物
跡
か

判
然
と
し
な
か

っ
た
。
今
回
の
調
査

で
、
柱
列
跡
を
含
む
全
体
規
模
が
東

西
約
19
㍍
、
南
北
約
8
㍍
の
大
型
掘

っ
立
て
柱
建
物
跡
と
判
明
し
た
。

天武天皇の宴会場跡 ？

脇
本
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
7
世
紀
後
半
ご
ろ
の
大
型
建
物
跡
（
手

前
）
＝
奈
良
県
桜
井
市

（
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
提
供
）

日
本
育
紀
に
は
、
大
来
皇
女
が
伊

勢
神
宮
に
仕

え
る
前
の
天
武
2

（
6

7
3
）
年
、
泊
瀬
斎
冒
に
滞
在
し
、

身
を
清
め
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
檻
考
研
で
は
、
今
回
確

認
さ
れ
た
大
型
建
物
跡
が
、
周
辺
の

地
形
な
ど
か
ら
泊
源
斎
宮
の
南
端
に

建
て
ら
れ
七
宮
の
関
連
施
設
の
可
能

性
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

日
本
書
紀

に
記
述

奈
良
芸
術
短
大
の
前
園
実
知
雄
教

授
（
考
古
学
）
は
「
7
世
紀
後
半
に
天

武
天
皇

が
周
辺

の
『
と
ど
ろ

き

の

ふ
ち

淵
』
近
く
で
宴
会
を
開
い
た
と
の
日

本
書
紀
の
記
述
も
あ
り
、
大
型
建
物

一のん
ぐ
う

は
行
幸
先
で
設
け
た
行
宮

の
関
連
施

設
か
も

し
れ
な

い
」

と
話

し
て

い

る
。現

地
は
埋
め
戻
さ
れ
て
お
り
、
説

明
会
は
行
わ
れ
な
い
。
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「
松
菊
里
型
住
居
」
跡
も
出
土

鵬
新

郎
朝
鮮
半
島
由
来

の
珍

し
い
建
物

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
が

19
日
、
発
表
し
た
脇
本
遺
跡

（
桜
井
市
）
出
土
の
7
世
紀
後

半
ご
ろ
の
大
型
建
物
跡
。
今
回

弥生時代前期末ごろに建てられたとみられる 、「松菊里型住居」跡
＝桜井市の脇本遺跡

の
調
査
地
で
は
、
弥
生
時
代
前

期
末
（
紀
元
前
2
0
0
年
前

後
）

ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る
朝
鮮
半
島
由
来
の
珍
し

し
ょ
▼つ
き
く
いり

い
「
松
菊
里
塾
住
居
」
跡
も
見

つ
か

っ
た
。
同
様
の
建
物
跡
の

出
土
は
県
内
4
例
目
と
い
う
。

え
ん
す
い

支
柱
を
円
錐
形
に
組
む
松
菊

里
型
住
居
跡
は
、
今
回
出
土
し

た
大
型
建
物
跡
の
北
東
風
の
隣

接
地
で
確
認
さ
れ
た
。

直
径
約
7
・
5
㍍

の
円
形
に

計
7
個
の
柱
穴
を
確
認
。
遺
構

の
中
心
部
分
に
は
幅
約
1

い
㍑

㍍
、
深
さ
約

0
・

4
㍍
の
楕
円

形

の
炉
と
み
ら
れ
る
穴
も
見

つ

か

っ
た
。

さ

ら

に

こ
の
穴

の
周

辺

で

は
、
焦
げ
た
土
や
炭
が
広
が

っ

て
い
た
ほ
か
、
磨
製
石
儲

の
材

料
と
な
る
岩
片
や
石
製
矢
尻
な

ど
も
出
土
し
た
。
中
心
部
に
曖

を
取
る
た
め

の
炉
を
設
け
た
石

器

工
房

な

ど

の
建

物

と
み
ら

れ
、
当
時
の
渡
来
人
が
使
用
し

た
可
能
性
も
あ
る

と
い
…つ
9

橿
考
研
は
「
今
回
の
松
菊
星

型
住
居
跡
は
、
従
来
の
発
掘
例

と
比
べ
て
遺
構
の
規
模
か
大
き

く
、
学
術
的
価
値
が
高
い
」
と

話
し
て
い
る
。


